
第
十
四
章
唐
物
店
と
工
作
部

一
唐
物
店
の
開
業
と
新
縫
社
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明
治
四
年
に
、
日
本
椛
通
三
丁
目
の
丸
屋
の
書
店
の
北
隣
に
、
唐
物
店
（
洋
品
店
）
が
開
設
さ
れ
、
は
じ
め
柴
田
安
蔵
が
、
つ
い
で

斎
藤
豊
八
が
、
そ
の
店
の
支
配
人
と
な
っ
た
｝
）
と
は
す
で
に
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
中
村
道
太
は
、
芝
日
蔭
町

（
後
に
京
橋
南
伝
馬
町
二
丁
目
）
に
、
同
じ
く
唐
物
店
中
村
屋
を
開
い
た
が
、
道
太
が
丸
屋
に
入
社
す
る
と
、
そ
の
経
営
を
同
郷
人
の

竹
本
廉
治
（
店
名
粂
吉
）
と
、
松
下
鉄
三
郎
（
店
名
鉄
蔵
）
と
に
委
ね
た
。
し
か
し
道
太
は
こ
う
し
た
形
で
、
両
店
が
並
立
す
る
こ
と

を
不
利
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
七
年
に
な
っ
て
、
中
村
屋
を
丸
屋
に
合
併
す
る
議
が
起
り
、
五
月
に
こ
れ
が
実
現
し
た
。

丸
屋
の
唐
物
店
は
、
中
村
屋
を
合
併
す
る
と
共
に
、
そ
れ
ま
で
洋
品
の
小
売
を
取
扱
っ
て
い
た
の
を
廃
し
て
、
卸
売
の
み
を
行
な
う

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
卸
売
先
は
、
主
と
し
て
北
海
道
、
東
北
諸
地
方
、
及
び
静
岡
。
浜
松
。
名
古
屋
。
伊
勢
。
美
濃
等
の
各
地
の
小

売
店
で
あ
っ
た
が
、
丸
屋
か
ら
は
地
方
に
出
張
し
て
販
売
す
る
こ
と
は
な
く
、
地
方
の
小
売
業
者
が
上
京
し
て
、
仕
入
れ
を
行
な
っ
た
。

そ
の
時
期
は
夏
物
は
三
・
四
月
、
冬
物
は
七
・
八
月
頃
で
あ
っ
た
。

冬
物
に
し
て
も
、
夏
物
に
し
て
も
、
何
し
ろ
一
。
二
カ
月
も
馬
喰
町
の
旅
宿
に
滞
在
し
て
、
仕
入
れ
を
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
店
頭

で
の
商
談
も
中
々
時
間
が
か
か
り
、
時
左
は
二
・
三
日
に
も
亙
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
注
文
の
決
定
し
た
も
の
は
、
品
名
。
貝
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三菱七つ倉

か
さ
だ
か

数
。
価
格
等
を
明
細
に
記
し
、
嵩
高
の
Ｊ
も
の
は
洋
箱
（
輸
入
品
の

空
箱
）
に
、
小
も
の
は
茶
箱
に
詰
め
て
荷
造
り
を
し
、
こ
れ
を
積

問
屋
（
運
送
店
）
に
委
託
し
た
。
積
問
屋
は
日
本
橋
四
日
市
の
三

菱
会
社
の
荷
受
所
（
三
菱
の
七
つ
倉
）
で
あ
っ
た
。
荷
物
は
こ
こ

だ
ろ
背

か
ら
達
磨
船
に
よ
っ
て
横
浜
に
送
ら
れ
、
そ
こ
で
汽
船
に
積
み
替

え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
丸
屋
で
は
地
方
の
得
意
先
へ
、
毎
月
一
回
商
品
の

価
格
表
を
送
っ
て
、
そ
の
時
之
の
相
場
を
通
報
し
た
。
こ
れ
が

「
和
洋
諸
物
品
値
段
書
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
初
号
は
恐
ら
く
書
籍

販
売
目
録
と
同
じ
く
明
治
十
二
年
六
月
に
発
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
後
こ
の
値
段
書
は
「
和
洋
品
相
場
書
」
と
改
め
ら
れ
、

更
に
明
治
三
十
六
年
頃
か
ら
「
西
洋
小
間
物
月
表
」
と
な
り
、
明

治
四
十
二
年
頃
か
ら
は
、
「
洋
物
時
報
」
と
改
称
さ
れ
、
大
正
四

年
頃
ま
で
引
き
続
い
て
発
行
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
価
格
表
は
、
い
わ
ば
得
意
先
の
小
売
店
に
配
付
し
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
部
数
は
限
ら
れ
て
い
た
に
し
て
も
、
そ
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れ
ほ
ど
少
な
か
っ
た
わ
け
で
も
あ
る
ま
い
。
し
か
し
現
存
す
る
も
の
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
「
丸
善
社
史
」
編
纂
当
時
に
は
、
第
一
一
十

八
号
（
明
治
十
四
年
九
月
二
十
五
日
発
行
）
が
、
保
存
さ
れ
て
い
た
が
、
惜
し
い
こ
と
に
は
戦
災
で
失
わ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
写
し
に

よ
る
と
、
当
時
唐
物
店
の
取
り
扱
っ
て
い
た
商
品
は
、
大
体
左
の
通
り
で
あ
る
。

シ
ャ
シ
、
肩
掛
、
襟
巻
、
帽
子
、
手
袋
、
靴
下
、
鉛
筆
、
状
袋
、
ペ
ン
先
、
筆
揚
板
、
石
盤
、
石
盤
筆
、
イ
ン
キ
、
靴
、
手
提

胴
乱
、
煙
草
、
楊
枝
、
ハ
ン
ケ
チ
、
香
水
、
香
油
、
石
鹸
、
マ
ッ
チ
、
時
計
、
蝋
燭
、
ラ
ン
プ
の
五
分
芯
、
サ
ン
パ
ン
（
シ
ャ
ン

ペ
ン
）
、
葡
萄
酒
、
鮭
鱒
の
耀
詰
、
煉
ミ
ル
ク

そ
れ
以
上
に
詳
細
な
こ
と
が
不
明
な
の
は
、
遺
憾
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
そ
の
品
種
に
よ
っ
て
、
明
治
十
年
代
の
洋
品
の
需
要

が
、
な
お
程
度
が
低
く
、
恐
ら
く
そ
の
数
量
も
さ
ほ
ど
で
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
中
で
特
記
す
べ
き
も
の
は
マ
ッ
チ
で
あ
る
。
丸
屋
で
取
り
扱
っ
た
マ
ッ
チ
は
、
新
縫
社
の
製
品
で
あ
る
。
新
健
社
は
清
水
誠
の

創
立
に
係
る
。
清
水
誠
は
加
賀
藩
の
出
身
で
、
明
治
一
一
一
年
に
藩
の
留
学
生
（
後
に
文
部
省
留
学
生
と
な
る
）
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
派

遣
さ
れ
、
工
科
大
学
に
学
び
、
明
治
七
年
に
帰
朝
し
た
。
翌
年
彼
は
上
京
し
て
、
パ
リ
で
知
己
と
な
っ
た
一
一
苗
四
国
町
の
吉
井
友
実
の

別
邸
を
仮
工
場
と
し
て
、
マ
ッ
チ
の
製
造
を
は
じ
め
、
明
治
九
年
に
は
、
本
所
柳
原
町
に
大
工
場
を
設
け
、
こ
れ
を
新
健
社
と
名
づ
け

た
。
そ
の
製
品
は
、
勿
論
黄
燐
マ
ッ
チ
で
あ
る
が
、
新
健
と
は
言
い
得
て
妙
で
あ
る
。
こ
の
新
健
社
の
マ
ッ
チ
は
、
明
治
十
年
の
第
一

回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
、
一
一
等
の
鳳
紋
章
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

丸
屋
は
新
健
社
が
創
立
さ
れ
る
と
、
そ
の
年
十
一
月
に
、
野
沢
卯
之
吉
、
神
崎
三
郎
兵
衛
の
二
軒
の
洋
品
問
屋
と
共
に
、
そ
の
製
品

を
独
占
し
て
販
売
す
る
契
約
を
結
ん
だ
。
そ
の
契
約
は
、
箱
入
売
捌
定
価
を
一
一
一
十
円
と
定
め
、
代
金
納
入
は
三
者
の
連
帯
責
任
と
し
、



新健社製マッチレッテル

新
健
社
か
ら
は
売
捌
手
数
料
と
し
て
、
六
百
ダ
ー
ス
に
つ
い
て
、
一
円

三
十
銭
ず
つ
を
年
二
回
に
交
付
す
る
こ
と
と
し
た
。

明
治
十
二
年
に
な
っ
て
、
）
｝
の
組
織
は
更
に
大
き
く
な
り
、
丸
屋
、

神
崎
、
野
沢
の
ほ
か
に
、
一
一
、
三
の
唐
物
問
屋
が
幹
部
と
な
っ
て
、
全

国
の
唐
物
問
屋
が
、
そ
れ
ぞ
れ
定
額
の
出
資
を
し
て
、
日
本
椛
小
網
町

に
、
「
新
縫
社
摺
附
木
大
販
売
所
」
を
設
け
て
、
営
業
を
開
始
し
た
。
こ

の
大
販
売
所
は
後
に
開
興
商
社
と
改
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ま
で
盛
ん
に
輸

入
さ
れ
て
い
た
外
国
マ
ッ
チ
が
日
本
の
市
場
か
ら
次
第
に
駆
逐
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
↑
）
の
活
動
に
由
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
新
健
社
の
マ
ッ
チ
工
業
も
、
明
治
十
四
年
頃
か
ら
経
営
が
困

難
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
元
来
マ
ッ
チ
の
製
造
が
軽
工
業
で
あ
る
た
め
に
、

同
業
者
が
乱
立
し
、
そ
の
競
争
の
た
め
に
品
質
が
低
下
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
十
四
年
七
月
に
は
、
新
健
社
は
、
開
興
商
社

に
対
し
て
、
販
売
手
数
料
を
減
額
す
る
か
、
契
約
を
解
除
し
て
自
由
販

売
を
認
め
る
か
の
二
者
択
一
の
条
件
を
申
し
出
で
、
そ
の
た
め
に
明
治

十
五
年
に
至
っ
て
、
開
興
商
社
は
解
散
す
る
の
己
む
な
き
に
至
っ
た
。
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山
崎
信
典
は
、
奥
州
棚
倉
の
藩
士
佐
為
木
武
八
の
二
男
で
あ
っ
て
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
年
）
に
生
れ
、
同
藩
山
崎
理
泉
の
養
子

と
な
っ
た
。
慶
応
二
年
に
藩
主
が
川
越
に
国
替
と
な
っ
た
た
め
に
、
従
が
っ
て
こ
こ
に
移
っ
た
。
明
治
十
一
一
一
年
以
来
開
興
商
社
で
、
会

計
事
務
を
担
当
し
て
い
た
が
、
商
社
が
解
散
し
て
か
ら
、
明
治
十
五
年
十
一
月
に
丸
善
に
入
社
し
た
。
入
社
後
は
信
吉
と
呼
ば
れ
、
従

来
の
関
係
か
ら
専
ら
洋
品
関
係
の
仕
事
に
当
り
、
明
治
二
十
九
年
頃
に
は
、
唐
物
店
輸
入
部
主
任
と
な
っ
た
。
そ
の
後
歴
代
の
社
長
を

輔
佐
し
て
業
績
を
高
め
、
三
十
六
年
一
一
月
に
は
取
締
役
に
選
ば
れ
、
四
十
五
年
に
は
営
業
部
長
に
進
ん
だ
。
大
正
七
年
に
中
村
重
久
が

逝
去
し
た
後
を
承
け
て
、
翌
年
第
五
代
の
社
長
に
就
任
し
た
の
は
、
す
な
わ
ち
こ
の
山
崎
信
輿
で
あ
る
。

し
か
し
開
興
商
社
が
解
散
し
て
か
ら
も
、
丸
善
の
唐
物
店
で
は
、
引
き
続
い
て
、
新
健
社
製
の
マ
ッ
チ
を
売
捌
き
、
ま
た
も
と
開
興
商

社
に
在
勤
し
た
山
崎
信
輿
、
川
村
善
之
助
は
、
商
社
解
散
の
後
、
丸
善
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
両
者
の
関
係
の
緊
密
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

二
王
子
製
紙
と
の
関
係

259

明
治
十
七
年
五
月
の
「
和
洋
品
相
場
書
」
に
は
、
丸
善
商
社
唐
物
店
の
肩
書
に
、
製
紙
会
社
洋
紙
売
捌
、
新
縫
社
摺
附
木
売
捌
、
製

紙
分
社
製
筆
揚
板
売
捌
、
石
鹸
社
製
石
鹸
充
捌
、
醗
酵
社
製
麦
酒
売
捌
と
記
さ
れ
て
あ
る
。
い
う
な
れ
ば
丸
善
唐
物
店
は
、
こ
れ
ら
の

会
社
の
製
品
の
特
約
販
売
店
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
中
で
、
製
紙
会
社
と
い
う
の
は
、
王
子
製
紙
会
社
で
あ
る
。
大
蔵
省
の
紙
幣
寮
で
は
、
公
債
証
書
や
紙
幣
等
の
発
行
、
ま
た
文

書
局
の
創
設
な
ど
に
よ
っ
て
、
洋
紙
の
需
要
が
多
く
な
っ
て
来
た
た
め
に
、
明
治
六
年
に
渋
沢
栄
一
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、
一
一
一
井
組
、



明
治
七
年
に
谷
敬
三
は
、
抄
紙
会
社
の
支
配
人
と
な
っ
た
が
、
さ
き
に
述
べ
た
通
り
、
早
矢
仕
有
的
は
、
一
時
谷
に
師
事
し
た
一
）
と

が
あ
っ
た
た
め
に
、
両
者
の
関
係
は
最
初
か
ら
密
接
で
あ
っ
た
。
抄
紙
会
社
の
記
録
に
、
明
治
八
年
三
月
一
一
十
二
日
付
で
、
会
社
と
横

浜
の
丸
屋
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た
、
製
紙
用
薬
品
の
売
買
契
約
書
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
ブ
リ
ー
チ
ン
グ
。
。
ハ
ゥ
ダ
ー

（
晒
粉
）
壱
ト
ン
（
九
四
○
ド
ル
）
コ
ー
ス
チ
ッ
ク
ソ
ー
ダ
（
苛
性
曹
達
）
壱
ト
ン
（
一
一
一
○
九
ド
ル
）
を
運
賃
、
輸
入
税
、
諸
入
費

を
合
算
し
て
、
二
七
四
九
ド
ル
で
、
丸
屋
の
手
で
輸
入
し
て
い
る
。
苛
性
曹
達
は
石
鹸
工
業
用
と
し
て
、
》
）
の
前
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら

見
本
が
丸
屋
に
到
着
し
た
も
の
で
あ
る
。

抄
紙
会
社
の
事
業
が
軌
道
に
乗
り
、
新
聞
用
紙
そ
の
他
の
需
要
が
、
急
激
に
増
加
す
る
と
、
会
社
の
直
売
だ
け
で
は
手
が
廻
ら
な
く

な
っ
て
、
東
京
市
内
の
三
店
を
選
ん
で
、
製
品
の
売
捌
店
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
日
本
橋
の
丸
屋
善
七
、
小
日
向
水
道
町
の
喜
多
川
清

左
術
門
、
京
橋
竹
川
町
の
椙
井
幾
一
一
一
郎
が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
の
中
丸
屋
は
、
最
も
早
く
明
治
十
一
年
三
月
に
指
定
売
捌
店
の
契
約
を
し

て
い
る
。
そ
の
契
約
書
は
、
写
し
が
王
子
製
紙
会
社
に
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
全
文
十
五
カ
条
あ
る
。
そ
の
中
で
、
い
ま
一
、
一
一
の
注

意
す
べ
き
箇
条
だ
け
を
挙
げ
る
と
、

小
野
組
、
島
田
組
な
ど
が
提
携
し
て
、
抄
紙
会
社
が
創
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
か
ら
製
紙
、
印
刷
、
製
本
等
の
諸
機
械
を
輸
入

し
、
技
師
と
し
て
チ
ー
ス
メ
ン
を
迎
え
、
王
子
村
に
工
場
を
設
け
て
、
明
治
八
年
か
ら
操
業
を
開
始
し
た
。
こ
れ
が
王
子
製
紙
会
社
の

売
捌
き
た
る
紙
は
、
其
売
上
代
金
の
百
分
の
三
を
以
て
、
売
捌
手
数
料
と
し
て
丸
屋
善
七
へ
領
収
す
べ
き
事

第
三
条
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名
の
起
る
所
以
で
あ
る
。



丸
屋
善
七
方
に
て
紙
品
売
捌
き
値
段
は
、
臨
時
高
低
あ
る
べ
し
と
雌
、
製
紙
会
社
に
て
取
極
め
た
る
定
価
よ
り
も
減
少
す
べ
か

答
す
べ
き
事

第
十
条

掛
け
売
を
な
す
は
丸
屋
善
七
方
に
て
、
充
分
誠
実
な
る
事
を
信
認
し
た
る
得
意
先
に
限
る
事
な
れ
ば
、
仮
令
へ
代
金
延
滞
又
は

損
亡
等
の
事
あ
り
と
も
、
都
て
丸
屋
善
七
に
於
て
担
当
し
、
其
代
金
は
遅
滞
な
く
製
紙
会
社
へ
弁
償
す
べ
き
事

ら
ざ
る
事

得
意
先
よ
り
丸
屋
善
七
へ
紙
品
抄
造
の
注
文
あ
る
と
き
は
、
其
紙
質
。
寸
法
・
目
方
。
多
寡
等
を
精
密
に
記
載
し
、
成
る
べ
く

は
見
本
紙
相
添
へ
、
製
紙
会
社
へ
間
合
せ
申
す
べ
し
、
然
る
と
き
は
製
紙
会
社
は
、
速
に
代
価
及
製
造
日
限
等
の
調
書
を
造
り
回

丸
屋
善
七
は
、
売
捌
の
為
め
紙
品
を
遠
国
に
在
る
其
支
店
等
へ
運
送
な
す
べ
き
に
付
、
其
荷
造
運
送
等
の
費
用
と
し
て
、
総
体

の
売
上
紙
価
の
百
分
の
二
を
、
前
条
手
数
料
の
外
に
製
紙
会
社
よ
り
受
取
る
べ
き
事

但
し
紙
の
品
類
に
於
て
、
製
紙
会
社
日
禽
の
抄
造
高
一
様
な
ら
ざ
れ
共
、
普
通
の
品
に
て
百
リ
ー
ム
目
方
に
て
凡
三
千
斤
（
百

汁
匁
斤
）
以
上
な
ら
ざ
れ
ぱ
、
注
文
と
雌
別
段
に
抄
造
致
し
が
た
き
事

第
五
条

第
四
条

第
十
四
条

第
十
二
条
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見
本
用
紙
は
一

失
費
た
る
べ
き
事 一
種
に
付
弐
拾
枚
づ
つ
を
、
別
に
無
代
に
て
製
紙
会
社
よ
り
丸
屋
善
七
へ
渡
し
置
く
に
付
、
此
余
は
丸
屋
善
七
の
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こ
れ
に
よ
っ
て
、
丸
屋
が
製
紙
会
社
と
提
携
し
て
、
そ
の
製
品
の
売
捌
き
を
行
な
っ
た
事
情
が
よ
く
わ
か
る
。

と
う

な
お
製
紙
会
社
は
、
日
本
橋
の
兜
町
に
、
そ
の
出
張
所
を
設
け
て
、
こ
れ
を
製
紙
分
社
と
い
っ
た
。
筆
揚
板
は
、
同
社
で
製
作
し
た

こ
ん
に
や
く

い
わ
ゆ
る
「
茄
読
版
」
で
あ
る
。
茄
蕩
版
と
は
、
寒
天
に
グ
リ
セ
リ
ン
や
ゼ
ラ
チ
ン
を
混
じ
て
凝
固
さ
せ
た
も
の
で
、
特
製
の
紫
イ
ン

キ
で
書
い
た
原
紙
に
よ
っ
て
数
十
枚
を
複
写
す
る
こ
と
が
で
き
、
謄
写
版
が
普
及
す
る
以
前
に
は
、
簡
易
印
刷
機
と
し
て
、
官
庁
。
会

社
。
学
校
な
ど
に
広
く
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

丸
屋
は
王
子
製
紙
会
社
の
製
造
に
係
る
洋
紙
そ
の
他
を
販
売
す
る
と
共
に
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
資
材
特
に
プ
リ

ー
チ
ン
グ
。
パ
ウ
ダ
ー
な
ど
の
輸
入
に
当
っ
て
い
る
。
明
治
十
一
年
頃
、
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ー
ゴ
イ
ン
日
匡
侭
○
官
の
）
商
会
か
ら
ブ
リ

ー
チ
ン
グ
・
・
ハ
ウ
ダ
ー
が
数
十
樽
到
着
し
て
、
波
止
場
で
荷
揚
げ
を
し
た
と
こ
ろ
が
、
樽
が
壊
れ
て
、
晒
粉
は
使
用
に
堪
え
な
く
な
っ

た
。
丸
屋
で
は
、
荷
扱
不
注
意
の
理
由
で
、
船
宿
へ
損
害
賠
償
を
求
め
た
が
、
船
宿
は
荷
造
が
不
完
全
で
あ
っ
た
と
の
理
由
で
、
請
求

に
応
じ
な
い
。
そ
こ
で
丸
屋
で
は
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
か
ら
帰
朝
し
た
馬
場
辰
猪
を
代
理
人
と
し
て
、
横
浜
の
イ
ギ
リ
ス
の
領
事
裁
判
に

提
訴
し
た
が
、
判
決
は
丸
屋
の
敗
訴
に
な
っ
た
。
更
に
控
訴
し
よ
う
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
高
等
裁
判
所
は
上
海
に

あ
っ
て
、
上
告
に
は
費
用
も
多
く
か
か
る
の
で
そ
れ
は
遂
に
沙
汰
止
み
に
な
っ
た
。
外
国
人
を
対
手
と
し
て
、
日
本
人
が
訴
訟
を
提
起

し
た
の
は
、
当
時
と
し
て
珍
ら
し
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
早
矢
仕
有
的
の
気
骨
の
あ
っ
た
一
面
を
窺
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
石
鹸
社
は
、
浅
草
柳
原
町
に
あ
っ
た
東
京
石
鹸
社
で
あ
っ
て
、
玉
井
治
資
の
経
営
す
る
も
の
で
あ
る
。
醗
酵
社
は
麹
町
紀
尾
井



和洋品相場書

､侭､,寺

三
当
時
の
洋
品
の
種
類
と
商
況
の
一
斑

Ｉ
．
：
：

現
存
す
る
「
和
洋
品
相
場
書
」
は
、
第
九
十
九
号
（
明
治
二
十
年
八
月

二
十
日
）
と
、
第
一
百
十
号
（
明
治
二
十
一
年
七
月
二
十
日
）
の
二
部
で

あ
る
。
前
者
は
商
品
と
そ
の
価
格
と
を
羅
列
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
後
者

は
は
じ
め
に
目
録
を
附
し
て
、
検
索
に
便
に
し
て
い
る
。
年
代
的
に
は
、

お
く

や
や
後
れ
る
が
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
か
ら
、
前
者
を
Ａ
と
し
、
後
者
を

Ｂ
と
し
て
そ
の
概
要
を
摘
記
す
る
。

ま
ず
服
飾
品
と
し
て
、
Ａ
に
は
冬
帽
子
が
あ
る
。
そ
の
形
は
釜
形
も
あ

り
、
山
高
も
あ
る
。
生
地
の
羅
紗
も
、
黒
色
も
あ
れ
ば
色
物
も
あ
る
。
少

年
用
と
し
て
大
黒
帽
も
あ
れ
ば
釜
形
も
あ
る
。
釜
形
の
帽
子
は
、
後
の
慶

応
の
幼
稚
舎
の
制
帽
を
思
わ
せ
る
。
Ｂ
に
は
夏
帽
子
が
あ
る
。
ア
ル
パ
カ
、

フ
ラ
ン
ネ
ル
、
締
子
な
ど
の
種
類
が
あ
る
。
麦
稗
帽
も
各
種
あ
る
。
少
年

町
に
あ
っ
た
桜
田
ビ
ー
ル
会
社
で
あ
る
。
丸
屋
唐
物
店
は
、
い
ず
れ
も
こ

う
し
た
新
興
工
業
会
社
と
提
携
し
て
、
そ
の
製
品
の
販
売
に
当
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
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用
と
し
て
、
鍔
の
大
き
い
花
の
飾
り
の
あ
る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

帽
子
に
つ
い
で
靴
下
が
あ
る
。
Ａ
に
は
三
十
四
種
類
、
Ｂ
に
は
五
十
種
類
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
縞
も
あ
れ
ば
霜
降
も
あ
る
。
洋
服

い
か

童
え
た
て

下
白
シ
ャ
シ
す
な
わ
ち
ワ
イ
シ
ャ
ツ
は
、
当
時
は
一
般
に
烏
賊
の
よ
う
な
固
い
前
立
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
前
で
開
く

せ
わ
り
と
も
ぎ
れ

も
の
も
あ
り
、
脊
割
の
も
の
も
あ
っ
た
。
Ａ
に
縞
物
で
共
切
の
カ
フ
ス
の
付
属
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
は
、
こ
の
時
代
と
し
て
は
な

す
た

か
な
か
い
き
な
る
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
勿
論
カ
ラ
ー
や
カ
フ
ス
は
各
種
あ
る
。
カ
フ
ス
。
ボ
タ
ン
も
種
類
が
多
い
。
一
時
廃
れ
た
カ
フ

ス
。
ボ
タ
ン
の
使
用
が
、
最
近
復
活
し
て
き
た
の
と
、
考
え
合
せ
て
興
味
が
深
い
。
ネ
ク
タ
イ
は
、
結
び
下
げ
も
蝶
形
も
あ
る
。
Ｂ
の

方
が
種
類
が
豊
富
で
あ
る
。
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
も
各
種
あ
る
。
サ
ス
ペ
ン
ダ
ー
も
各
種
あ
る
。
手
袋
・
ハ
ン
ケ
チ
な
ど
も
種
類
が
多
い
ｐ

Ｂ
に
は
ハ
ン
ケ
チ
の
模
様
入
り
の
も
の
が
、
か
な
り
多
い
。
靴
は
長
靴
・
半
靴
。
編
上
い
ず
れ
も
種
類
が
多
い
。
Ａ
に
は
子
供
用
の
も

の
も
合
せ
て
二
十
七
種
、
Ｂ
に
は
実
に
四
十
六
種
に
上
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
ゴ
ム
長
、
ま
た
ゴ
ム
の
上
靴
も
あ
る
。
こ
の
頃
は
和
服

は

で
も
靴
を
穿
く
風
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
需
要
も
比
較
的
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

か
ば
ん

服
飾
か
ら
少
し
離
れ
て
、
手
提
及
び
鞄
の
類
が
、
各
種
あ
る
。
Ａ
に
は
一
一
十
四
種
、
Ｂ
に
は
三
十
一
一
種
あ
る
。
文
字
通
り
手
で
提
げ

る
も
の
も
あ
り
、
肩
に
掛
け
る
も
の
も
あ
る
。
革
製
の
も
の
が
多
い
が
、
ズ
ッ
ク
製
の
も
の
も
あ
る
。
特
に
書
生
用
な
ど
と
書
い
て
あ

る
の
を
見
る
と
、
当
時
の
一
部
の
学
生
の
風
俗
が
偲
ば
れ
る
と
共
に
、
現
在
の
シ
ョ
ル
ダ
ー
。
バ
ッ
グ
の
流
行
が
、
や
は
り
あ
る
復
活

ま
き
た
ば
こ
い
れ
た
ば
こ

熟
る

が
各
種
あ
る
。
巻
莫
入
、
刻
み
莫
入
勲
も
各
種
あ
る
。
パ
イ
プ
は
、
Ａ
に
十
二
種
あ
る
。
象
牙
・
角
。
海
松
製
な
ど
さ
ま

巻
莫
器
械
及
び
巻
莫
用
の
巻
紙
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
の
は
、
中
点
し
ゃ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ナ
イ
フ
も
柄
に
よ
っ
て
種
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現
象
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

さ
つ
い
れ
ど
る
い
れ

札
入
。
弗
入
が
各
種
あ
る
。

ざ
ま
で
あ
る
。
巻
莫
器
械
及
非



て
い
た
の
で
あ
る
。

々
あ
る
。
二
丁
、
四
丁
と
出
込
み
に
な
っ
て
い
る
の
が
あ
る
の
は
、
こ
の
ご
ろ
あ
ま
り
見
掛
け
な
い
が
、
な
つ
か
し
い
も
の
で
あ
る
。

な
お
Ａ
に
は
、
眼
鏡
が
七
種
載
っ
て
い
る
。
舶
来
形
で
は
あ
る
が
、
和
製
で
あ
る
。
こ
の
頃
丸
善
で
は
、
す
で
に
眼
鏡
も
取
り
扱
っ
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化
粧
品
に
は
香
水
が
各
種
あ
る
。
Ａ
に
は
二
十
二
種
あ
る
。
た
だ
烏
印
と
か
蝶
印
と
か
、
小
石
目
と
か
、
符
牒
の
よ
う
な
言
葉
で
記

載
し
て
あ
る
た
め
に
、
そ
の
名
称
や
製
造
元
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
遺
憾
で
あ
る
。
香
水
と
共
に
石
鹸
の
種
類
が
多
い
。
当

時
は
日
本
製
の
石
鹸
は
、
品
質
が
劣
っ
て
肌
を
荒
し
た
か
ら
、
上
流
の
人
女
に
は
、
舶
来
石
鹸
の
需
要
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
Ａ

に
は
三
十
一
種
、
Ｂ
に
は
実
に
四
十
七
種
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
葡
萄
形
、
馬
形
、
象
形
、
気
車
形
、
鉄
線
形
、
花
扇
形
、

小
浪
形
、
小
菊
形
と
い
う
よ
う
な
符
牒
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
名
称
及
び
製
造
元
を
知
り
難
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

次
に
文
房
具
が
あ
る
。
ま
ず
鉛
筆
が
各
種
あ
る
。
こ
れ
も
日
の
出
印
、
鷲
印
、
鳥
軸
、
則
瓜
印
、
な
ど
と
記
載
し
て
あ
る
。
鷲
印
は

イ
ー
グ
ル
社
の
製
品
で
あ
る
が
、
そ
の
他
は
い
ま
そ
の
製
造
元
を
明
ら
か
に
す
る
〉
）
と
は
む
ず
か
し
い
。
そ
の
中
に
黒
軸
丸
屋
鉛
筆
と

い
う
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
国
．
勺
．
旨
胃
巨
冒
の
社
名
の
入
っ
た
図
画
用
の
鉛
筆
で
あ
る
。
勿
論
輸
入
品
で
あ
る
が
、
製
造
元
と
契
約

し
て
、
ネ
ー
ム
を
入
れ
さ
せ
た
ら
し
い
。
Ａ
に
は
金
物
付
鉛
筆
、
小
刀
付
鉛
筆
と
い
う
の
も
あ
る
。

イ
ン
キ
は
赤
。
黒
。
青
の
三
色
あ
っ
て
、
丸
瓶
、
角
形
瓶
、
八
角
形
瓶
の
も
の
に
、
半
オ
ン
ス
、
一
オ
ン
ス
、
二
オ
ン
ス
入
の
各
種

が
あ
る
。
こ
れ
は
い
ず
れ
も
丸
屋
の
工
作
部
の
製
品
で
あ
る
。
小
瓶
の
外
に
六
オ
ン
ス
、
十
二
オ
ン
ス
、
二
十
四
オ
ン
ス
の
陶
製
の
大

瓶
に
入
っ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
容
器
は
か
な
り
後
ま
で
用
い
ら
れ
て
、
ち
ょ
っ
と
趣
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
変
遷
の
末
に
、
い

ま
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
瓶
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
や
や
惜
し
い
心
持
が
す
る
。
こ
の
外
に
勿
論
輸
入
イ
ン
キ
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
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筆
掛
付
き
の
、
や
や
装
飾
品
め
い
た
も
の
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ペ
ン
先
も
各
種
あ
る
。
Ｂ
に
は
八
種
類
掲
載
し
て
あ
る
。
そ
の
中

で
Ｇ
印
は
、
現
在
か
な
り
の
年
齢
で
文
筆
を
仕
事
と
し
た
人
穴
に
取

っ
て
は
、
そ
の
筆
触
の
忘
れ
が
た
い
い
わ
ゆ
る
Ｇ
ペ
ン
で
あ
る
。
ス

ペ
ン
セ
リ
ア
ン
も
ま
た
細
字
を
書
く
場
合
に
は
、
そ
の
利
用
度
の
す

こ
ぶ
る
多
い
も
の
で
あ
っ
た
。

万
年
筆
は
す
で
に
早
く
明
治
十
八
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
、
丸
善
の

文
房
具
販
売
目
録
の
中
に
、
「
万
年
筆
ス
タ
イ
ロ
グ
ラ
ヒ
ッ
ク
ペ
ン
」

と
し
て
見
え
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
二
十
年
十
月
の
「
和
洋
書
籍
及

文
房
具
時
価
月
報
」
に
も
載
っ
て
い
る
。
し
か
し
Ａ
・
Ｂ
と
も
こ
れ

を
載
せ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
恐
ら
く
ま
だ
特
殊
な
人
女
の
需
要
に
止

ま
っ
て
、
一
般
に
普
及
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

次
に
製
図
用
品
が
各
種
あ
る
。
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ

り
、
コ
ン
パ
ス
、
烏
口
、
分
度
器
と
別
灸
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
Ａ
に
は
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
近
日
到
着
と
な
っ
て
い

る
の
は
面
白
い
。
定
規
（
定
木
と
害
い
て
あ
る
）
に
は
、
三
角
定
規

Ｉ
文房具販売目録
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さ
つ
ぴ
つ

も
、
雲
形
定
規
Ｊ
も
長
定
規
も
あ
る
。
図
画
用
の
ク
レ
ヨ
ン
や
色
鉛
筆
（
色
木
筆
と
あ
る
）
画
用
紙
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
皮
擦
筆
が
載
っ

て
い
る
の
は
、
な
つ
か
し
い
。
擦
筆
画
は
、
い
ま
は
殆
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
プ
ッ
ト
。
ポ
ー
ル
及
び
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
の
ポ
ー
ル
も
、
す
で
に
輸
入
さ
れ
て
い
る
の
を
注
意
し
て
置
き
た
い
。

か
な
り
の
食
料
品
が
、
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
注
意
を
惹
く
。
バ
タ
ー
、
食
塩
、
そ
の
他
辛
子
、
ウ
ー
ス
タ
ー
。
ソ
ー
ス
、

胡
淑
、
カ
レ
ー
粉
、
角
砂
糖
、
等
の
調
味
料
が
、
す
ぺ
て
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
ミ
ル
ク
は
人
物
印
の
コ
ン
デ
ン
ス
。
ミ
ル
ク
で
あ
る
が
、

Ｂ
に
よ
る
と
、
こ
の
頃
、
鳥
印
の
ラ
ベ
ル
を
そ
の
上
に
貼
付
し
て
、
地
方
人
を
欺
い
て
高
価
に
売
り
つ
け
て
い
る
事
実
が
あ
る
と
注
意

四
本
立
薬
味
入
、
さ
ら
に
ナ
ー

上
流
社
会
の
ハ
イ
カ
ラ
ぶ
り
病

食
料
品
と
と
も
に
、
酒
類
・

ル
、
千
歳
ビ
ー
ル
な
ど
は
、
｛

け
、
幸
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

、
し
て
い
る
。

食
料
品
と
共
に
洋
食
器
も
販
売
し
て
い
る
。
ナ
イ
フ
、
フ
ォ
ー
ク
、
ス
プ
ー
ン
各
種
、
卵
俳
茶
椀
、
食
皿
、
ス
ー
プ
皿
、
菓
子
皿
、

本
立
薬
味
入
、
さ
ら
に
ナ
フ
キ
ン
、
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ー
ス
か
ら
、
フ
ラ
イ
パ
ン
、
料
理
用
ス
ト
ー
ブ
ま
で
販
売
し
て
い
る
。
当
時
の

流
社
会
の
ハ
イ
カ
ラ
ぶ
り
が
、
ま
ざ
ま
ざ
と
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。

食
料
品
と
と
も
に
、
酒
類
も
種
類
が
多
い
。
ビ
ー
ル
で
は
ハ
ン
ザ
。
ビ
ー
ル
な
ど
は
輸
入
品
で
あ
る
が
、
桜
田
ビ
ー
ル
、
浅
田
ピ
ー

、
千
歳
ビ
ー
ル
な
ど
は
、
す
べ
て
日
本
製
で
あ
る
。
い
ま
は
こ
れ
ら
の
ビ
ー
ル
は
、
尽
く
姿
を
消
し
た
が
、
そ
の
若
干
の
ラ
ベ
ル
だ
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葡
葡
酒
及
び
ブ
ラ
ン
デ
ー
も
各
種
あ
る
。
葡
萄
酒
は
、
Ａ
に
二
十
二
種
、
Ｂ
に
十
八
種
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
は
、
Ａ
に
十
種
、
Ｂ
に
十
一

種
あ
る
。
そ
の
他
に
リ
キ
ュ
ー
ル
（
利
休
と
宛
字
し
て
あ
る
）
も
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
輸
入
品
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
名
称

あ
染
か
け

が
、
香
水
や
石
鹸
と
同
じ
よ
う
に
、
葡
萄
酒
で
は
、
二
本
棒
、
白
札
、
網
掛
、
紺
札
網
掛
、
赤
口
二
枚
札
な
ど
、
ま
た
ブ
ラ
ン
デ
ー
で



は
、
金
斧
一
シ
星
、
燕
印
、
白
札
金
弗
、
馬
乗
印
な
ど
の
、
符
牒
に
近
い
言
葉
で
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
こ
れ
も
ま
た
そ
の
製
造

元
の
名
称
や
品
種
な
ど
を
、
明
ら
か
に
し
難
い
。

ア
ン
ズ

酒
類
の
ほ
か
に
清
涼
飲
料
の
類
も
あ
る
。
レ
モ
ン
水
、
蜜
柑
水
、
葡
萄
水
、
杏
水
、
桜
水
、
紫
蘇
水
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
名
の
果
汁

あ
る
い
は
甘
味
飲
料
の
類
で
あ
ろ
う
。
レ
モ
ン
油
、
蜜
柑
油
も
あ
る
。
こ
れ
は
エ
ッ
セ
ン
ス
の
類
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
｝
）
に
い
う
蜜

柑
と
は
、
恐
ら
く
オ
レ
ン
ジ
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

Ｂ
に
は
、
取
扱
商
品
の
価
格
表
の
後
に
、
当
時
の
商
況
が
記
載
し
て
あ
る
。
な
か
な
か
興
味
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
一
部
を
摘
録
し
よ

、
ツ
ツ

「
夏
帽
子
ハ
是
迄
可
ナ
リ
ノ
売
行
ナ
リ
シ
ガ
、
今
以
少
女
宛
売
行
居
候
（
‘
、
‐
略
）
然
し
ド
モ
近
頃
経
済
ノ
為
力
羅
紗
帽
子
ヲ
暑

寒
ノ
差
別
ナ
ク
相
用
上
、
其
内
地
方
向
ハ
英
国
製
ノ
色
釜
形
一
ダ
ー
ス
金
四
円
内
外
ヨ
リ
七
八
円
マ
デ
、
色
ノ
中
山
高
ハ
十
一
一
三

円
ヨ
リ
十
四
五
円
ノ
処
尤
モ
売
口
宜
シ
依
而
前
年
一
一
比
ス
レ
ハ
殆
卜
二
倍
ノ
売
高
ナ
ラ
ン

文
房
具
即
チ
学
校
用
品
ハ
、
近
頃
各
府
県
共
学
校
ノ
進
歩
一
一
連
し
、
文
房
具
ノ
需
用
大
イ
ニ
増
加
シ
、
月
女
輸
入
ア
ル
ニ
モ
拘

ハ
ラ
ス
、
鉛
筆
類
ハ
時
一
一
不
足
ヲ
生
シ
、
則
チ
此
鉛
筆
ノ
製
造
ハ
、
米
国
ノ
イ
ー
グ
ル
社
、
ジ
ク
リ
ン
社
等
製
造
ノ
品
、
日
本
二

適
当
シ
、
其
内
イ
ー
グ
ル
社
ノ
白
軸
鷲
印
ノ
鉛
筆
、
及
同
品
ノ
ゴ
ム
付
等
ハ
、
尤
モ
売
口
宜
シ
（
中
略
）

ゴ
ム
衿
及
ゴ
ム
ヵ
フ
同
品
ハ
、
当
今
流
行
之
品
ニ
テ
、
意
外
一
一
売
捌
ケ
、
随
テ
多
分
一
一
輸
入
モ
有
シ
カ
、
該
品
ハ
昨
今
下
落
ノ

極
度
一
一
至
り
シ
故
、
差
シ
タ
ル
変
動
ナ
シ
、
然
し
ド
モ
昨
年
ト
比
較
ス
レ
バ
、
（
中
略
）
大
イ
ー
ー
下
落
、
且
シ
ー
ツ
者
徳
用
ノ
為
、

需
用
者
次
第
一
一
増
加
シ
、
近
頃
之
売
高
前
年
ノ
殆
卜
五
倍
ナ
ラ
ン
（
中
略
）
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ビ
ー
ル

洋
酒
麦
酒
ハ
、
近
頃
和
製
麦
酒
之
製
造
日
増
二
盛
大
ニ
シ
テ
、
当
府
下
ニ
モ
七
八
ヶ
所
ノ
製
造
有
之
、
追
と
熟
練
シ
テ
、
上
等

品
ヲ
製
出
シ
、
然
ル
ー
一
壱
ダ
ー
ス
ノ
佃
金
一
円
五
十
銭
内
外
、
随
分
廉
価
ナ
ル
ガ
故
、
需
用
者
次
第
一
一
相
増
シ
、
当
府
下
ハ
勿
論

各
地
方
ヘ
ノ
輸
出
年
二
増
加
シ
、
夫
力
為
外
国
輸
入
ノ
十
分
ノ
ー
ニ
ヲ
減
却
シ
、
現
二
有
ル
商
館
ニ
テ
ハ
、
更
一
一
売
捌
ヶ
不
申
故
、

近
頃
直
段
引
下
ゲ
、
頻
リ
ニ
売
方
一
一
尽
力
致
居
候
ナ
レ
ド
モ
、
独
乙
麦
酒
之
内
ス
ト
ッ
ク
麦
酒
、
器
械
同
麦
酒
、
則
チ
此
二
種
ハ

諸
君
ノ
高
評
ヲ
得
テ
、
宴
会
一
一
集
会
二
、
各
料
理
店
少
シ
ク
下
等
ハ
牛
肉
店
一
一
至
ル
迄
此
麦
酒
ヲ
用
ヒ
ザ
ル
ハ
無
シ
、
（
下
略
）

た
だ
商
況
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
時
代
の
好
尚
や
流
行
ま
で
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
頗
ぶ
る
面
白
い
。

明
治
十
九
年
五
月
に
、
中
村
重
久
が
丸
善
に
入
社
し
た
。
中
村
は
豊
橋
藩
の
出
身
で
、
安
政
六
年
に
生
れ
、
明
治
十
年
横
浜
に
赴
い

て
、
融
智
商
社
で
茶
の
輸
出
に
従
事
し
て
い
た
。
入
社
の
翌
年
に
は
唐
物
店
支
配
人
心
得
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
中
村
は
唐
物
店
の
売

上
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
努
力
し
、
竹
本
廉
治
に
命
じ
て
、
奥
羽
北
海
道
方
面
に
洋
物
店
を
訪
問
し
て
、
取
引
契
約
を
結
ば
せ
、
大
い

に
販
路
を
広
め
て
い
る
。
中
村
に
は
、
入
社
以
来
大
正
五
年
に
至
る
ま
で
の
日
記
が
あ
り
、
丸
善
特
に
唐
物
店
に
関
し
て
、
注
意
す
べ

き
記
事
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
明
治
二
十
一
年
七
月
九
日
の
条
に
、
農
商
課
〔
東
京
府
？
〕
か
ら
、
洋
物
。
小
間
物
類
の
上
半
季
の
商

況
を
、
報
告
す
べ
き
こ
と
を
申
し
渡
さ
れ
た
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
報
告
し
た
文
面
が
載
っ
て
い
る
。
大
体
前
者
と
重
複
す
る
が
、
ま
た

相
補
な
う
点
も
あ
る
か
ら
、
併
せ
て
摘
録
す
る
。

一
、
帽
子
類
、
ラ
シ
ャ
帽
子
ハ
昨
年
来
続
イ
テ
輸
入
沢
山
一
一
付
、
随
ツ
テ
直
段
モ
下
落
仕
候
得
共
、
何
分
捗
、
ｃ
敷
売
行
不
申
、

乍
併
釜
形
帽
子
ハ
直
安
ノ
為
、
捌
方
宜
敷
、
並
物
井
一
一
上
等
共
夏
季
一
一
相
成
候
モ
続
テ
売
行
申
候
、
燈
心
龍
ピ
ン
麦
藁
等
夏
帽
子

類
ハ
、
別
一
一
変
リ
タ
ル
事
モ
無
之
候
得
共
、
右
釜
形
帽
ノ
続
テ
売
行
候
為
二
、
昨
年
一
一
比
ス
レ
バ
、
其
捌
方
幾
分
減
少
候
ノ
様
愚



一
、
鉛
筆
類
、
ペ
ン
先
、
図
引
具
ノ
類
ハ
、
一
般
一
一
多
数
ノ
輸
入
ナ
カ
リ
シ
為
メ
ニ
、
何
レ
モ
売
行
宜
シ
ク
、
就
中
ハ
ー
ブ
ル

鉛
筆
、
イ
ー
グ
ル
ゴ
ム
付
鉛
筆
等
ハ
、
折
ご
品
切
レ
ニ
モ
相
成
候
為
メ
ニ
、
直
段
ハ
何
レ
モ
昨
年
ヨ
リ
多
少
上
昇
致
候

以
上
併
せ
て
、
明
治
二
十
年
代
の
初
期
の
唐
物
店
の
営
業
の
状
況
を
、
ほ
ぼ
確
実
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
唐
物
店
は
は
じ
め

は
、
そ
の
商
品
を
、
書
店
の
外
国
註
文
係
に
依
頼
し
て
発
注
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
明
治
一
一
十
年
頃
に
出
張
店
を
設
け
て
、
事
務
所
を

横
浜
書
店
の
二
階
に
置
い
た
。
最
初
に
こ
れ
に
当
っ
た
の
は
山
崎
信
輿
で
、
金
沢
末
吉
が
そ
の
下
に
い
た
。
こ
の
出
張
店
が
後
の
輸
入

部
の
前
身
で
あ
る
。

候

一
、
洋
服
附
属
襟
飾
、
ズ
ポ
ン
ッ
リ
、
胴
〆
、
手
釦
、
ゴ
ム
製
エ
リ
手
首
等
ハ
、
是
亦
昨
年
来
輸
入
沢
山
一
一
付
、
追
と
一
一
下
落

致
シ
、
品
二
依
リ
テ
ハ
昨
年
ノ
半
値
ナ
レ
共
、
矢
張
売
行
宜
シ
カ
ラ
ズ
、
殊
二
婦
人
用
ノ
モ
ノ
ハ
、
値
段
一
一
拘
ラ
ズ
、
更
二
買
人

無
之
商
況
一
一
候
為
一
一
、
幾
分
力
販
路
ヲ
拡
メ
タ
ル
ガ
、
是
レ
ハ
却
テ
売
行
宜
シ
ク
、
頃
日
ハ
最
安
値
ヨ
リ
ハ
、
少
シ
ク
上
昇
致

考
仕
候

四
菱
屋
の
営
業
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す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
丸
善
唐
物
店
は
、
一
般
洋
品
の
仕
入
と
卸
売
捌
が
、
そ
の
営
業
の
目
的
で
あ
っ
た
。
然
る
に
明
治
一
一
十
一

年
に
な
っ
て
、
丸
善
は
菱
屋
の
名
称
に
よ
っ
て
、
洋
品
の
小
売
を
も
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
現
在
の
洋
品
部
の
前
身
で
あ
る
。

元
来
菱
屋
は
、
明
治
十
七
年
に
丸
屋
唐
物
店
で
鞄
製
造
職
で
あ
っ
た
林
亀
吉
か
ら
、
資
金
を
借
り
入
れ
、
亀
吉
の
三
男
鉄
次
郎
を
名



義
人
と
し
て
、
通
三
丁
目
に
乗
馬
具
、
馬
車
用
馬
具
、
旅
行
鞄
、
手
提
文
庫
、
そ
の
他
の
皮
革
製
品
を
販
売
す
る
た
め
に
設
け
た
も
の

で
あ
る
。
後
（
二
十
四
年
頃
）
に
、
資
金
の
返
済
を
終
っ
た
た
め
に
、
菱
屋
は
完
全
に
丸
善
の
経
営
と
な
っ
た
。
菱
屋
と
名
づ
け
た
の

は
恐
ら
く
丸
屋
と
対
照
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

て
ぜ
ま

し
か
し
こ
の
店
は
、
や
が
て
手
狭
に
な
っ
た
の
で
、
明
治
十
八
年
七
月
に
、
通
一
二
丁
目
十
番
地
（
現
在
の
日
本
信
託
銀
行
の
北
角
、

桜
通
り
を
隔
て
て
丸
善
の
向
側
）
に
移
り
、
皮
革
製
品
の
ほ
か
に
、
唐
物
店
で
、
半
端
物
と
な
っ
た
た
め
に
卸
売
に
不
適
当
な
品
物
を
、

廉
価
に
売
り
捌
い
た
。
さ
ら
に
二
十
一
年
十
一
月
に
な
っ
て
、
唐
物
店
の
北
隣
に
あ
っ
た
矢
沢
雌
甲
店
の
建
物
を
買
収
し
て
、
こ
こ
に

移
転
し
た
。
「
中
村
重
久
日
記
」
に
よ
る
と
、
こ
の
建
物
は
煉
瓦
造
の
二
階
家
と
、
木
造
の
平
屋
と
土
蔵
の
三
棟
で
あ
っ
て
、
土
地
建

物
を
合
せ
て
そ
の
価
格
は
千
百
五
十
円
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
、
移
転
開
業
の
大
売
出
を
行
な
っ
た
。
こ
の
頃
に

は
、
す
で
に
馬
具
類
は
取
り
扱
わ
ず
、
専
ら
帽
子
、
手
袋
、
肩
掛
、
膝
掛
、
メ
リ
ヤ
ス
、
ネ
ク
タ
イ
、
そ
の
他
の
洋
品
の
み
の
小
売
を

行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。
店
名
は
異
な
る
が
、
丸
善
は
、
こ
こ
に
洋
品
の
直
営
小
売
部
を
持
つ
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
丸
善

株
式
会
社
洋
物
店
と
称
し
、
唐
物
店
が
、
丸
善
株
式
会
社
洋
物
卸
店
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
か
な
り
後
の
明
治
三
十
一
年
六

［
月
の
こ
と
で
あ
る
。

271

な
お
明
治
二
十
二
年
に
、
静
岡
県
周
智
郡
気
田
村
（
現
在
の
春
野
町
気
田
）
に
、
菱
屋
が
出
張
店
を
開
設
し
た
こ
と
を
、
付
記
し
て

置
き
た
い
。
こ
れ
は
、
そ
の
年
王
子
製
紙
会
社
で
、
そ
の
地
に
分
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
山
中
で
不
便
な
た
め
に
、
同

社
か
ら
菱
屋
に
対
し
て
、
工
員
の
日
用
品
を
主
と
し
て
洋
物
、
文
具
、
そ
の
他
の
雑
貨
を
販
売
す
る
店
を
開
い
て
は
ど
う
か
と
、
菱
屋

に
申
し
入
れ
が
あ
り
、
菱
屋
が
こ
れ
に
応
じ
て
開
店
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
日
用
品
の
み
で
は
、
利
益
が
乏
し
い



丸
善
唐
物
店
の
取
り
扱
っ
た
衣
料
品
に
し
て
も
、
文
具
品
に
し
て
も
、
海
外
か
ら
の
輸
入
品
、
い
わ
ゆ
る
舶
来
品
が
主
体
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
す
で
に
明
治
十
年
代
か
ら
直
接
注
文
が
盛
に
行
わ
れ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
ト
ー
マ
ス
。
ト
ウ
ネ
ン
ト
会
社

か
ら
、
帽
子
を
輸
入
し
た
の
な
ど
は
、
そ
の
最
も
著
し
い
も
の
で
あ
る
。
当
時
唐
物
店
の
店
員
は
、
そ
の
名
を
明
年
度
、
当
年
度
と
い

う
風
に
し
て
記
憶
し
た
と
い
う
。
明
治
十
八
年
の
「
値
段
相
場
書
」
に
は
、
印
刷
紙
、
簿
記
用
紙
、
洋
蝋
、
西
洋
カ
ル
タ
、
礼
式
帽
子
、

羅
紗
帽
子
、
夏
帽
子
、
状
袋
等
を
、
直
輸
入
し
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。

ま
た
横
浜
の
外
人
商
館
か
ら
の
仕
入
れ
も
行
な
っ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
丸
善
、
野
沢
卯
之
吉
、
松
林
理
吉
の
三
商
店
が
合
同

し
て
、
協
定
価
格
を
定
め
て
、
外
人
商
館
か
ら
商
品
の
共
同
買
入
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
明
治
十
四
年
頃
、
丸
善
唐
物
店
の

支
配
人
金
沢
幸
次
郎
か
ら
、
当
時
ウ
ラ
デ
ィ
ゥ
オ
ス
ト
ク
の
貿
易
商
会
に
駐
在
し
た
松
下
鉄
三
郎
及
び
同
包
次
郎
に
宛
て
た
書
簡
に
は
、

こ
の
一
一
一
商
店
で
、
本
町
通
の
マ
キ
ン
ゴ
商
会
か
ら
毛
皮
五
百
ダ
ー
ス
を
、
買
い
取
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
間
の
事
情

の
で
、
更
に
工
場
で
誹

柴
田
猶
次
郎
で
あ
る
。

し
か
し
気
田
出
張
所
の
営
業
は
、
予
想
に
反
し
て
思
わ
し
く
な
か
っ
た
。
柴
田
猶
次
郎
が
明
治
二
十
三
年
七
月
に
、
東
京
に
帰
店
し

て
い
る
の
を
見
る
と
、
恐
ら
く
こ
の
頃
閉
店
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
気
田
出
張
所
の
事
業
は
、
実
に
短
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。

更
に
工
場
で
必
要
な
鉄
管
・
鉛
管
・
釘
。
硝
子
板
そ
の
他
を
も
納
入
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
た
。
そ
の
主
任
と
な
っ
た
の
は
論

五
工
作
部
の
設
置
と
イ
ン
キ
の
製
造

272

が
わ
か
る
。
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臼心

し
か
し
こ
れ
と
同
時
に
、
唐
物
店
で
は
、
か
な
り
の
国
産
品
を
取
り
扱
っ

た
。
そ
れ
は
さ
き
に
掲
げ
た
値
段
書
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
新
縫
社
の
マ

ッ
チ
や
、
王
子
製
紙
会
社
の
洋
紙
な
ど
は
、
そ
の
著
し
い
も
の
で
あ
る
。
中

で
も
最
も
重
要
な
も
の
は
、
丸
善
自
身
が
製
作
に
当
っ
た
筆
記
用
イ
ン
キ
で

あ
る
。
殊
に
こ
の
イ
ン
キ
が
、
後
の
丸
善
イ
ン
キ
、
ま
た
ア
テ
ナ
イ
ン
キ
に

発
展
し
て
、
丸
善
の
事
業
に
有
力
な
旗
職
を
雛
え
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

極
め
て
注
目
す
ぺ
き
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

安井敬七郎

そ
も
そ
も
丸
善
イ
ン
キ
の
製
造
は
、
安
井
敬
七
郎
に
は
じ
ま
る
。
安
井
敬
七
郎
は
、
仙
台
藩
の
出
身
で
、
藩
医
安
井
家
の
十
一
一
一
代
目

と
し
て
安
政
元
年
に
生
れ
た
。
藩
校
の
養
賢
堂
で
修
学
し
た
後
上
京
し
、
ワ
グ
ネ
ル
（
の
．
尋
僧
ｐ
ｇ
岳
臼
ｌ
岳
侶
）
に
師
事
し
て
工

学
。
化
学
を
研
究
し
た
。
そ
の
結
果
明
治
十
一
年
頃
に
、
は
じ
め
て
筆
記
用
イ
ン
キ
を
製
造
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
筆
記
用

イ
ン
キ
は
、
化
学
工
業
と
し
て
は
、
比
較
的
工
程
が
簡
単
で
あ
る
た
め
に
、
恐
ら
く
家
内
工
業
と
し
て
適
当
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
製
品
の
品
質
は
、
何
と
い
っ
て
も
技
術
が
幼
稚
で
あ
る
た
め
に
、
佳
良
と
は
い
え
な
か
っ
た
が
、
当
時
輸
入
イ
ン
キ
は
す
こ
ぶ
る

高
価
で
あ
り
、
し
か
も
学
校
と
学
生
の
増
加
に
伴
な
っ
て
、
一
般
の
イ
ン
キ
に
対
す
る
需
要
は
、
ま
す
ま
す
多
く
な
っ
た
た
め
に
、
丸

善
は
こ
れ
に
着
目
し
て
、
そ
の
一
手
販
売
に
当
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
関
係
は
更
に
進
ん
で
、
明
治
十
八
年
に
、
安
井
は
丸
善
に
入
社
し
て
そ
の
社
員
と
な
り
、
イ
ン
キ
の
製
造
は
丸
善
の
名
義
で
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
橋
の
本
店
の
奥
に
あ
っ
た
早
矢
仕
有
的
の
旧
住
宅
が
工
場
に
宛
て
ら
れ
た
。



潟

こ
の
工
場
で
製
造
さ
れ
た
イ
ン
キ
は
、
赤
・
黒
・
青
の
一
一
一
種
で
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
瓶
（
二
十
四
オ
ン
ス
入
）
、
中
瓶
（
十

一
一
オ
ン
ス
入
）
、
小
瓶
（
六
オ
ン
ス
入
）
の
別
が
あ
り
、
更
に
容
器
の
種
類
に
よ
っ
て
、
一
オ
ン
ス
入
に
も
、
四
種
の
区
別
が
あ
っ
た
。

た
だ
こ
の
イ
ン
キ
が
、
当
時
何
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
の
か
、
明
ら
か
で
な
い
。
明
治
一
一
十
一
年
代
の
は
じ
め
の
広
告
ビ
ラ
を

見
る
と
、
明
治
十
一
年
の
創
製
と
、
安
井
敬
七
郎
の
製
造
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
キ
そ
の
も
の
の
名
称
は
見
え
な
い
。
恐
ら
く

単
に
丸
善
の
イ
ン
キ
と
い
う
言
葉
で
通
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
商
標
に
丸
に
病
昌
の
の
文
字
が
あ
り
、
ラ
ベ
ル
に
負
＆
陸
の
日
》
の

冒
侭
の
ご
と
あ
る
の
を
見
る
と
、
安
井
の
製
造
が
特
に
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
安
井
イ
ン
キ
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
、
あ
る

議識

蕊
イ
ン
キ
の
外
に
、
な
お
洋
酒
の
仕
事
も
、
手
州

こ
れ
は
金
貝
印
葡
萄
酒
と
し
て
販
売
さ
れ
た
。

、
一
…
，
，
‐
・
・
口
目
旨
湧
ｂ
叩
中
凄
‐
’

宮
冒
旦
■
唖
‐
叩
血
ロ
ロ
宮

や
．
⑪
．
‐
鑓
・
眉
‐
率
君
Ｊ
串
・
昼
飯
‐
泊
乱
‐
《
噸
酪
噌
‐
》
計
品
‐
。

胃
ｚ
侭
の
ご
と
あ
る
の
を
見
る
Ｌ

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
工
場
で
は
、
イ
ン
キ
（

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
八
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唾

ｆ
ｌ

手
掛
け
て
い
た
。
そ
れ
は
樽
で
輸
入
さ
れ
た
洋
酒
を
、
瓶
に
詰
め
替
え

た
。
そ
の
ほ
か
に
葡
萄
水
、
レ
モ
ン
水
、
蜜
柑
水
等
の
清
涼
飲
料
も
製

造
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
工
場
は
一
時
洋
酒
部
と
も
呼
ば
れ

て
い
た
。
ま
た
文
房
具
で
は
複
写
紙
、
茄
蕩
版
、
茄
蕩
版
用
ィ

壷
ン
キ
、
歯
磨
、
石
鹸
、
靴
墨
な
ど
の
製
造
も
、
手
広
く
行
な
う

坐
口広
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
二
十
年
に
そ
の
名
を
工
作
部
と
改
め
た

の
全
イ

ン
の
は
、
こ
う
し
た
事
情
か
ら
で
あ
る
。

イ

エ
作
部
の
製
口
中
は
、
こ
の
頃
し
ば
し
ば
開
か
れ
た
工
芸
品
共

進
会
又
は
勧
業
博
覧
会
に
出
品
し
て
、
授
賞
さ
れ
て
い
る
。
早
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し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
工
作
部
は
完
全
に
丸
善
唐
物
店
の
支
配
の
下
に
置
か
れ
て
、
西
洋
雑
貨
そ
の
他
要

用
の
物
品
の
製
造
販
売
を
行
な
い
、
そ
の
製
品
は
す
べ
て
唐
物
店
の
承
諾
を
得
た
後
に
、
丸
善
工
作
部
製
造
の
名
称
を
記
入
し
、
更
に

そ
の
広
告
文
及
び
製
品
に
貼
用
す
る
ラ
ベ
ル
も
、
す
べ
て
唐
物
店
の
承
諾
を
受
け
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
工

作
部
員
の
発
明
で
、
若
し
専
売
特
許
を
受
け
た
場
合
に
は
、
工
作
部
員
何
某
発
明
の
名
称
を
記
入
し
、
旦
そ
の
物
品
に
つ
い
て
の
純
益

,'･斑溌
織町”姉蝉句弓

喝誰伐抄

早印刷器凪のラベル

く
明
治
十
四
年
に
開
か
れ
た
、
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
も
出
品
し
て
、
有
功
賞
を

授
与
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
す
る
記
録
は
見
当
ら
な
い
。
明
治
二
十
年
三
月
か
ら

開
催
さ
れ
た
東
京
府
工
芸
品
共
進
会
に
は
、
簿
記
用
イ
ン
キ
四
種
、
筆
揚
版
三
種
、
複

写
紙
二
種
、
イ
ン
キ
壷
、
懐
中
煉
イ
ン
キ
、
携
帯
イ
ン
キ
壷
（
ガ
ラ
ス
製
）
、
イ
ン
キ
壷

（
白
銅
）
、
イ
ン
キ
壷
（
亜
鉛
）
、
早
印
刷
用
イ
ン
キ
三
種
、
油
紙
（
写
真
器
用
）
、
書
鍵

は
さ
駄
挟
な
ど
が
出
品
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
筆
揚
版
は
一
二
等
賞
牌
を
、
早
印
刷
用
（
筆
揚
版
）

イ
ン
キ
、
簿
記
用
イ
ン
キ
、
及
び
煉
イ
ン
キ
は
褒
状
を
得
て
い
る
。

ま
た
明
治
二
十
三
年
四
月
か
ら
開
か
れ
た
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
も
出
品
し
た

が
、
そ
の
中
で
靴
墨
と
早
印
刷
器
に
は
三
等
有
功
賞
、
黒
色
簿
記
用
イ
ン
キ
と
鉄
筆
軸

に
は
、
褒
状
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
共
進
会
の
出
品
も
、
勧
業
博
覧
会
の
出
品
も
、

安
井
敬
七
郎
の
名
に
よ
っ
て
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

明
治
二
十
二
年
に
は
工
作
部
条
例
が
起
草
さ
れ
、
二
十
四
年
五
月
に
、
こ
れ
を
補
足

275
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元
来
工
作
部
と
い
う
名
称
に
な
っ
て
も
、
種
灸
の
点
か
ら
考
え
て
、
従
来
の
経
緯
か
ら
、
安
井
敬
七
郎
が
丸
善
の
内
部
で
、
半
独
立

の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
が
新
ら
し
い
条
例
に
よ
っ
て
、
完
全
に
唐
物
店
に
従
属
す
る
こ
と
に

な
る
と
、
そ
こ
に
は
若
干
の
摩
擦
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
中
村
重
久
日
記
」
に
よ
る
と
、
明
治
二
十
四
年
十
二
月
一
一
一
十
日
の
条
に
、

イ
ヨ
イ
ヨ

「
本
日
松
下
鉄
一
一
一
郎
氏
ヨ
リ
エ
作
部
安
井
敬
七
郎
へ
辞
職
ヲ
勧
告
セ
リ
ト
、
之
ニ
ッ
イ
テ
ハ
小
柳
津
及
予
ヘ
モ
相
談
ア
リ
、
弥
女

蕊蕊羨

五
厘
以
上
一
分
以
下
の
割
合
の
金
額
を
、
終
身
発
明
者
に
賞
与
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
勿
論
新
ら
し
い
発
明
を
奨
励

議

金
の
中
で
、
五
厘
吋

す
る
規
定
で
あ
る
。
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＃

靴坐ラベル

辞
職
ス
ル
ー
ー
於
テ
ハ
非
職
給
ト
シ
テ
半
ヶ
月
給

料
三
ケ
月
、
慰
労
ト
シ
テ
純
益
金
ノ
幾
分
シ
シ

五
ヶ
年
間
付
与
ノ
筈
ナ
リ
キ
」

と
あ
る
。
そ
こ
に
何
か
の
事
情
の
伏
在
し
た
一
）
と
が

想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
結
局
安
井
敬
七
郎
は
、
翌
二

十
五
年
一
月
に
丸
善
を
退
社
し
て
、
そ
の
関
係
は
断

絶
し
た
。

安
井
敬
七
郎
は
丸
善
を
退
社
し
て
か
ら
、
日
清
戦

役
後
一
時
台
湾
に
渡
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
明
治
二

十
九
年
に
は
、
神
戸
に
ソ
ー
ス
工
場
を
設
立
し
た
。



社
長
と
な
っ
て
い
る
。
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さくら歯磨の袋

当
時
ソ
ー
ス
は
日
本
食
に
は
全
く
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
洋
食
に
適
し
た

牛
肉
の
名
産
地
神
戸
を
工
場
に
選
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
を

売
り
出
す
に
つ
い
て
は
、
安
井
個
人
の
名
義
で
は
宣
伝
に
困
難
な
た
め
に
、
明

治
屋
に
依
頼
し
て
明
治
屋
ソ
ー
ス
と
し
て
販
売
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
正

五
年
に
は
灘
に
工
場
を
拡
張
し
、
大
正
七
年
に
は
宮
内
省
大
膳
寮
か
ら
も
、
明

治
屋
を
経
て
下
命
を
受
け
て
い
る
。
敬
七
郎
は
昭
和
三
年
に
七
十
六
歳
で
残
し

た
が
、
そ
の
会
社
は
現
在
は
阪
神
ソ
ー
ス
と
改
称
し
、
敬
七
郎
の
曾
孫
文
雄
が

安
井
敬
七
郎
が
退
社
し
て
か
ら
以
後
の
、
工
作
部
の
事
情
は
詳
ら
か
で
な
い
。
明
治
三
十
年
に
な
っ
て
、
も
と
陸
軍
の
薬
剤
官
で
あ

っ
た
高
須
信
経
が
、
当
時
の
社
長
松
下
鉄
三
郎
の
紹
介
に
よ
っ
て
入
社
し
て
、
工
作
部
に
入
っ
た
。
彼
は
そ
の
研
究
に
よ
っ
て
、
従
来

よ
り
も
品
質
の
す
こ
ぶ
る
優
秀
な
イ
ン
キ
を
製
造
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
イ
ン
キ
は
最
上
イ
ン
キ
と
呼
ば
れ
て
、
明
治
一
一
一
十
一
年

か
ら
売
り
出
さ
れ
、
も
と
の
安
井
の
製
造
に
よ
る
も
の
は
、
並
イ
ン
キ
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
並
イ
ン
キ
は
、
明
治
三
十
一
一
一
年
に
丸
善
が

駒
込
に
工
場
を
設
け
論
一
一
一
十
六
年
に
工
作
部
が
こ
こ
に
移
転
す
る
に
及
ん
で
、
製
造
を
取
り
や
め
て
い
る
。
な
お
高
須
は
イ
ン
キ
の
製

造
の
ほ
か
に
歯
磨
の
製
造
に
も
着
手
し
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ル
ゲ
ー
ト
会
社
の
歯
磨
を
摸
倣
し
て
「
さ
く
ら
歯
磨
」
を
製
作
し
た
。
こ
の

歯
磨
は
品
質
す
こ
ぶ
る
優
良
で
あ
っ
た
が
、
原
料
が
高
価
な
た
め
に
、
売
価
も
そ
れ
に
伴
な
っ
て
高
く
、
そ
の
た
め
に
広
く
一
般
に
普

及
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。




